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ライチョウ受精卵（１卵）の発育中止について 

 

 

今月２２日に恩賜上野動物園から受け入れたライチョウの受精卵２卵のうち、

１卵は２８日にふ化しましたが、ふ化の前兆である嘴打ち（はしうち）が遅れてい

た１卵については、昨日１９時頃、「発育中止卵」であることを確認しました。 

 

１ 卵の経過 

５月３０日  上野動物園で産卵（６月５日 ふ卵器管理開始） 

６月２２日  上野動物園から移送（検卵により、卵の無事を確認） 

６月２７日  ふ化予定日を迎えるも、嘴打ち開始は確認されず 

夜には心拍がわかりにくくなる 

６月２８日  卵の殻を一部破り、内部を確認 

⇒ 発育中止卵であることを確認（１９時頃） 

 

２ 今後の予定 

研究機関に検査を依頼し、発育が中止した原因や状況等を精査する予定です。 

 


